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◎
３
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：１６１名

月

日

内
　
　
容

２
２１
㊋

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
・

文
教
社
会
・
建
設
）

２

２２
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

５

２４
㊎
議
案
説
明
会

１

２７
㊊
全
員
協
議
会

１

２８
㊋
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

３
６
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

６

７
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１０

８
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
）

９
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

６６

１０
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

９

１３
㊊
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１４
㊋

本
会
議

４

１５
㊌

１６
㊍

１１

２０
㊊

２１

２２
㊌

８

２９
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉
）

１７

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテー
プ版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行し
ています。
　ご希望の方は、議会
事務局調査法制係（☎
０４２－７２４－４０４９）まで
お申し込みください。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

認
知
症
の
人
も
家
族
も
安
心

な
社
会
の
構
築
を
求
め
る
意

見
書

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え
る

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見

書 地
域
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案
」

に
差
別
禁
止
規
定
を
求
め
る

意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
後
遺
症
の
方
々
の
日
常

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

　
本
定
例
会
で
は
意
見
書
６

件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
罹
患
者
の
中
で
、
疲
労
感
・
倦

怠
感
な
ど
の
罹
患
後
症
状
、
い
わ

ゆ
る
後
遺
症
を
訴
え
る
方
が
増
え

て
い
る
。
後
遺
症
は
社
会
生
活
上
、

非
常
に
影
響
が
大
き
く
、
例
え
ば
、

子
ど
も
の
場
合
は
自
分
か
ら
症
状

を
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

怠
け
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
恐
れ
も
あ
る
。

　

感
染
拡
大
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

こ
の
感
染
症
へ
の
向
き
合
い
方
も

変
わ
る
中
で
、
後
遺
症
に
悩
み
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

方
々
の
治
療
等
の
確
立
な
ど
は
重

要
課
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府

に
対
し
て
３
点
に
わ
た
る
積
極
的

な
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

認
知
症
の
人
は
約
６
０
０
万
人

を
超
え
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴

い
増
加
が
見
込
ま
れ
、
将
来
を
見

据
え
て
の
備
え
の
拡
充
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お
い

て
、
特
段
の
取
り
組
み
を
強
く
求

め
る
。

　

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

促
進
・
身
近
な
薬
局
や
介
護
施
設

等
へ
の
相
談
窓
口
の
開
設
を
支
援

す
る
こ
と
、
②
薬
や
対
処
法
等
の

研
究
開
発
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
、

③
認
知
症
の
人
と
家
族
に
寄
り
添

う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
、
④
認

知
症
の
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な
が
る
、

知
識
や
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
、
⑤
国
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
「
（
仮
称
）
認
知

症
基
本
法
」
を
整
備
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

地
域
の
Ｇ
Ｘ
で
新
し
い
経
済
成

長
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
事
項

に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と

を
要
請
す
る
。
①
省
エ
ネ
効
果
の

高
い
断
熱
窓
へ
の
改
修
等
住
宅
の

省
エ
ネ
化
や
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
電
力
の
自
給

自
足
へ
の
支
援
の
強
化
②
蓄
電
池

の
大
容
量
化
・
低
コ
ス
ト
化
や
余

剰
電
気
を
水
素
で
蓄
え
る
こ
と
等

を
可
能
と
す
る
研
究
開
発
の
加
速

③
熱
需
要
の
脱
炭
素
化
、
熱
の
有

効
利
用
に
向
け
た
設
備
等
の
導
入

促
進
④
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃

棄
に
備
え
た
制
度
的
措
置
の
検
討

⑤
電
力
の
系
統
整
備
に
お
い
て
資

金
調
達
等
が
可
能
と
な
る
環
境
整

備
や
よ
り
効
率
的
な
送
電
シ
ス
テ

ム
の
技
術
開
発
の
強
化
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

現
在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被

害
が
生
じ
た
場
合
は
、
「
労
災
保

険
制
度
」
に
よ
る
補
償
や
、
石
綿

健
康
被
害
救
済
法
や
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
救
済
制
度
に
よ
る
給
付
金
等

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
は

今
も
増
え
続
け
て
お
り
、
一
日
も

早
い
治
療
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
今
後
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
建
材
の
使
用
ピ
ー
ク
か
ら
約

５０
年
が
経
過
し
、
建
築
物
の
解
体

も
ピ
ー
ク
と
な
る
。

　

そ
こ
で
政
府
に
お
い
て
は
、
今

後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被

害
者
の
治
療
法
の
一
日
も
早
い
確

立
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
発
生

防
止
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

性
的
指
向
や
性
自
認
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、

い
ま
や
各
国
の
義
務
と
な
っ
て
お

り
、
世
界
５０
カ
国
以
上
で
差
別
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
２
０

１
１
年
と
２
０
１
４
年
に
性
的
指

向
、
性
自
認
に
関
す
る
国
連
人
権

理
事
会
の
決
議
に
賛
同
し
て
お
り
、

都
は
２
０
１
８
年
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

へ
の
差
別
を
禁
止
す
る
「
東
京
都

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ

る
人
権
尊
重
の
理
念
の
実
現
を
目

指
す
条
例
」
を
制
定
し
た
。

　

誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
を
受
け
た

人
が
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
孤

立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
差
別

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
差
別
か
ら
守
ら
れ
る
法
整
備

を
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
耳
が
聞

こ
え
に
く
く
な
り
仕
事
や
社
会
生

活
に
困
る
加
齢
性
難
聴
者
が
増
え

て
い
る
。
し
か
し
補
聴
器
は
平
均

価
格
１
台
１５
万
円
と
言
わ
れ
、
保

険
適
用
で
は
な
く
全
額
自
己
負
担

の
た
め
、
買
う
の
を
諦
め
る
人
も

多
い
。
欧
米
で
は
、
補
聴
器
購
入

へ
の
公
的
補
助
制
度
が
あ
り
、
日

本
で
も
補
助
を
行
う
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
補
聴
器
の
普
及
は
、

高
齢
者
が
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず

心
身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と

で
、
認
知
症
予
防
や
交
通
事
故
の

防
止
、
ひ
い
て
は
健
康
寿
命
の
延

伸
、
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

　

よ
っ
て
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
支
援
制

度
の
創
設
を
政
府
に
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
市
議
会
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　

本
議
案
は
２
月
２２
日
の
本
会
議

で
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
委
員
の
交
代

　
　

就
任　

加
藤　

真
彦　

　
　

辞
任　

渡
辺　

さ
と
し

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

【
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員
会
】

　
委
員
の
交
代

　
　

就
任　

藤
田　

学　

　
　

辞
任　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

【
社
会
福
祉
法
人

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
】

　
評
議
員
の
交
代

　
　

推
薦　

渡
辺　

さ
と
し

　
　

辞
任　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

【
自
由
民
主
党
代
表
者
の
交
代
】

　

就
任　

佐
藤　

伸
一
郎

　

辞
任　

藤
田　

学

　
　
　
　
　
　
（
２
月
８
日
付
）

【
会
派
脱
退
】

　
［
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
］

　
　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
３
月
３１
日
付
）

【
会
派
結
成
】

　
［
諸
派
］

　
　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

第
１９
号
議
案
　
町
田
市
避
難

行
動
要
支
援
者
の
名
簿
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
避
難
支
援
等
関
係
者
に
対

す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿

情
報
の
提
供
に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も

の
で
す
。

第
２２
号
議
案
　
町
田
市
子
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
３６
号
議
案
　
鶴
川
駅
改
良

事
業
の
工
事
に
関
す
る
施
行

協
定

　

鶴
川
駅
の
自
由
通
路
整
備
に
併

せ
て
、
改
札
口
等
の
駅
機
能
を
移

設
す
る
た
め
、
小
田
急
電
鉄
株
式

会
社
と
施
行
協
定
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

度
調
査
２
０
２
２
で
、
町
田
市
議

会
は
、
１３
年
連
続
東
京
都
１
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
５３
項

目
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
国

で
情
報
共
有
１
位
、
住
民
参
画
８

位
、
議
会
機
能
強
化
１
６
９
位
と

な
り
、
総
合
で
２３
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
２８
日
、
４
月
１９
日

に
開
催
さ
れ
、
次
の
付
議
事
件
に

つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

付
議
事
件

①�

議
員
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る

事
項

②�

議
会
の
権
能
・
機
能
強
化
に
関

す
る
事
項

③�

議
会
の
情
報
提
供
に
関
す
る
事

項

の
調
査
・
検
討

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
３
月
補
正
額
は
△
１６
億
１
８

５
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
市
税
…
１２
億
１

４
０
０
万
円
、
地
方
交
付
税
…
８

億
８
８
１
万
４
千
円
、
分
担
金
及

び
負
担
金
…
３
万
２
千
円
、
使
用

料
及
び
手
数
料
…
△
５
２
３
２
万

２
千
円
、
国
庫
支
出
金
…
５
億
９

７
６
４
万
８
千
円
、
都
支
出
金
…

４
８
９
９
万
５
千
円
、
財
産
収
入

…
１
億
２
０
０
５
万
９
千
円
、
繰

入
金
…
△
５
億
７
９
８
１
万
５
千

円
、
諸
収
入
…
△
４
億
６
０
５
６

万
２
千
円
、
市
債
…
△
１２
億
４
３

０
０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総　
務　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…

２６
億
１
５
３
６
万
円
。

民　
生　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
…
４
億
９

５
３
万
１
千
円
、
保
育
・
幼
稚
園

費
の
民
間
保
育
所
運
営
費
…
３
億

１
５
０
７
万
２
千
円
。

衛　
生　
費

　

保
健
予
防
費
の
母
子
保
健
指
導

事
業
費
…
５
億
５
０
１
７
万
７
千

円
。

　

全
国
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村

の
議
会
（
回
答
数
１
４
１
６
議

会
）
を
対
象
に
行
っ
た
議
会
改
革

令
和
４
年
度

　
３
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

令和４年度（２０２２年度）３月補正　会計別予算構成表

会
派
の
動
き

議
会
の
人
事

第
１７
期
町
田
市 

議
会
改
革
調
査 

特
別
委
員
会
を
開
催

議
員
提
出
議
案
第
１
号

町
田
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

「
議
会
改
革
度
調
査
」で

１３
年
連
続
、
都
内
１
位

(単位：千円）

区　　分 補正前 
の額 補正額 計構成比

（％）
構成比
（％）

一 般 会 計 １８１，２５３，５２２ ５７．７ ４５３，８４９ １８１，７０７，３７１ ５８．１

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４３，９１０，６６９ １４．０ △２９５，３０７ ４３，６１５，３６２ １３．９
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３９，１０５，０９２ １２．４ △９４１，０５６ ３８，１６４，０３６ １２．２
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 １２，９２８，８２５ ４．１ ３１，９４８ １２，９６０，７７３ ４．１
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 １４６，４１２ ０．０ ０ １４６，４１２ ０．１
下 水 道 事 業 会 計 １９，４５６，５７７ ６．２ △５０３，２２９ １８，９５３，３４８ ６．１

収 益 的 １２，１７３，０９２ ３．９ ９５２ １２，１７４，０４４ ３．９
資 本 的 ７，２８３，４８５ ２．３ △５０４，１８１ ６，７７９，３０４ ２．２

病 院 事 業 会 計 １７，４７６，９８６ ５．６ △３４８，０６２ １７，１２８，９２４ ５．５
収 益 的 １５，７０１，０１６ ５．０ △３４８，０６２ １５，３５２，９５４ ４．９
資 本 的 １，７７５，９７０ ０．６ ０ １，７７５，９７０ ０．６

小　　計 １３３，０２４，５６１ ４２．３ △２，０５５，７０６ １３０，９６８，８５５ ４１．９
合　　計 ３１４，２７８，０８３ １００．０ △１，６０１，８５７ ３１２，６７６，２２６ １００．０


